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   Ｈ０４Ｎ    5/225    　　　Ｆ
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【手続補正書】
【提出日】平成27年11月2日(2015.11.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像光学系を介して被写体を撮像することで得られる３次元の画像データに含まれるノ
イズを低減する画像処理方法であって、
　前記画像データに対して、前記撮像光学系の光軸方向における周波数変換を行うことで
、３次元の変換画像データを算出する画像変換ステップと、
　前記変換画像データの絶対値を第１の周波数領域において小さくすることで、３次元の
変調画像データを算出する画像変調ステップと、
　前記変調画像データに対して、前記光軸方向における前記周波数変換に対応する逆周波
数変換を行うことで、３次元の逆変換画像データを算出する逆画像変換ステップと、
を有し、
　前記光軸方向における空間周波数をｆｚ、前記撮像光学系の前記被写体の側の開口数を
ＮＡ、前記被写体からの光の波長をλ、とするとき、前記第１の周波数領域は、
　　｜ｆｚ｜＞０．０１ＮＡ２／λ
なる条件式で表わされる領域に含まれることを特徴とする画像処理方法。
【請求項２】
　前記画像データは、前記被写体の前記光軸方向における複数の異なる位置を撮像するこ
とで得られる、複数の画像を統合することにより取得されることを特徴とする請求項１に
記載の画像処理方法。
【請求項３】
　前記周波数変換はフーリエ変換であることを特徴とする請求項１または２に記載の画像
処理方法。
【請求項４】
　前記第１の周波数領域は、次の条件式で表される領域に含まれることを特徴とする請求
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項３に記載の画像処理方法。

【請求項５】
　前記第１の周波数領域は、次の条件式で表される領域に含まれることを特徴とする請求
項３または４に記載の画像処理方法。

【請求項６】
　前記周波数変換はコサイン変換であることを特徴とする請求項１または２に記載の画像
処理方法。
【請求項７】
　前記第１の周波数領域が、以下の条件式で表される領域であることを特徴とする請求項
６に記載の画像処理方法。

【請求項８】
　前記第１の周波数領域が、以下の条件式で表される領域であることを特徴とする請求項
６または７に記載の画像処理方法。

【請求項９】
　撮像光学系を介して被写体を撮像することで得られる３次元の画像データに含まれるノ
イズを、低減する画像処理方法であって、
　前記画像データに対して、前記撮像光学系の光軸方向および光軸に垂直な２つの直交方
向における周波数変換を行うことで、３次元の変換画像データを算出する画像変換ステッ
プと、
　前記変換画像データの絶対値を第１の周波数領域において小さくすることで、３次元の
変調画像データを算出する画像変調ステップと、
　前記変調画像データに対して、前記光軸方向および前記２つの直交方向における前記周
波数変換に対応する逆周波数変換を行うことで、３次元の逆変換画像データを算出する逆
画像変換ステップと、
を有し、
　前記光軸方向における空間周波数をｆｚ、前記撮像光学系の光軸に垂直な方向における
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空間周波数をｆｒ、前記撮像光学系の被写体側の開口数をＮＡ、前記被写体からの光の波
長をλ、とするとき、前記第１の周波数領域は、以下の３つの条件式のうち少なくとも１
つで表わされる領域に含まれることを特徴とする画像処理方法。

｜ｆｒ｜＞０．０１ＮＡ／λ         
｜ｆｚ｜＞０．０１ＮＡ２／λ              
【請求項１０】
　前記画像データは、前記被写体の前記光軸方向における複数の異なる位置を撮像するこ
とで得られる、複数の画像を統合することにより取得されることを特徴とする請求項９に
記載の画像処理方法。
【請求項１１】
　前記第１の周波数領域は、更に以下の条件式で表わされる領域に含まれることを特徴と
する請求項９または１０に記載の画像処理方法。
｜ｆｚ｜＞０．５ＮＡ２／λ
【請求項１２】
　前記第１の周波数領域は、更に以下の条件式で表わされる領域に含まれることを特徴と
する請求項９に記載の画像処理方法。
｜ｆｒ｜＞０．９ＮＡ／λ
【請求項１３】
　前記周波数変換はフーリエ変換であることを特徴とする請求項９乃至１２のうちいずれ
か１項に記載の画像処理方法。
【請求項１４】
　前記第１の周波数領域は、更に次の２つの条件式のうち少なくとも１つで表される領域
に含まれることを特徴とする請求項１３に記載の画像処理方法。

【請求項１５】
　前記周波数変換はコサイン変換であることを特徴とする請求項９乃至１２のうちいずれ
か１項に記載の画像処理方法。
【請求項１６】
　前記第１の周波数領域は、更に以下の３つの条件式のうち少なくとも１つで表わされる
領域に含まれることを特徴とする請求項１５に記載の画像処理方法。
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｜ｆｒ｜＞０．０２ＮＡ／λ
｜ｆｚ｜＞０．０２ＮＡ２／λ
【請求項１７】
　前記第１の周波数領域が、更に以下の２つの条件式のうち少なくとも１つで表される領
域に含まれることを特徴とする請求項１５に記載の画像処理方法。

【請求項１８】
　前記光軸方向の前記複数の異なる位置の間隔をΔｚとするとき、以下の条件式が満たさ
れることを特徴とする請求項１乃至１７のうちいずれか１項に記載の画像処理方法。

【請求項１９】
　前記画像変調ステップは前記変換画像データの前記第１の周波領域での値を０にするス
テップであることを特徴とする請求項１乃至１８のうちいずれか１項に記載の画像処理方
法。
【請求項２０】
　請求項１乃至１９のうちいずれか１項に記載の画像処理方法をコンピュータによって実
行可能なプログラム。
【請求項２１】
　請求項２０に記載のプログラムを記録した記録媒体。
【請求項２２】
　請求項１乃至１９のうちいずれか１項に記載の画像処理方法を実行する演算装置を有す
る撮像装置。
【請求項２３】
　顕微鏡であることを特徴とする請求項２２に記載の撮像装置。
【請求項２４】
　カメラであることを特徴とする請求項２２に記載の撮像装置。
【請求項２５】



(5) JP 2014-96640 A5 2015.12.17

　前記撮像装置は、３００ｎｍから１５００ｎｍの波長の範囲で画像データを取得し、
　前記撮像装置は、前記波長の範囲の光で前記被写体を照明する照明ユニットを有するこ
とを特徴とする請求項２２に記載の撮像装置。
【請求項２６】
　前記被写体を部分コヒーレント照明する照明光学系を有することを特徴とする請求項２
２に記載の撮像装置。
撮像装置。
【請求項２７】
　請求項１乃至１９のうちいずれか１項に記載の画像処理方法を実行する演算手段を有す
る画像処理装置。
【請求項２８】
　請求項２７に記載の画像処理装置にネットワークを介して接続されたネットワーク機器
であって、
　前記画像処理装置が被写体の画像データを処理する位置を指定する指定手段と、
　前記画像処理装置に前記位置の情報を送信し、前記画像処理装置によって画像処理され
た前記画像データの情報を受信する通信手段と、
を有することを特徴とするネットワーク機器。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の画像処理方法は、撮像光学系を介して被写体を撮像することで得られる３次元
の画像データに含まれるノイズを低減する画像処理方法であって、前記画像データに対し
て、前記撮像光学系の光軸方向における周波数変換を行うことで、３次元の変換画像デー
タを算出する画像変換ステップと、前記変換画像データの絶対値を第１の周波数領域にお
いて小さくすることで、３次元の変調画像データを算出する画像変調ステップと、前記変
調画像データに対して、前記光軸方向における前記周波数変換に対応する逆周波数変換を
行うことで、３次元の逆変換画像データを算出する逆画像変換ステップと、を有し、前記
光軸方向における空間周波数をｆｚ、前記撮像光学系の前記被写体の側の開口数をＮＡ、
前記被写体からの光の波長をλ、とするとき、前記第１の周波数領域は、｜ｆｚ｜＞０．
０１ＮＡ２／λなる条件式で表わされる領域に含まれることを特徴とする。
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